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就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 ちのくらぶ

住　所 八尾市天王寺屋3－6

2715500035

瀬尾映子

2020年度電話番号 072-949-5740

活動場所・実施日程：

株式会社セルヴィス

サービス付き高齢者向け住宅　ハピネス桜の里　　月木AM

住宅型有料老人ホーム　ハピネスわかばの里　　　月木PM

住宅型有料老人ホーム　ハピネスゆずの里　　　　火金PM

実施した生産活動・施設外就労の概要：

委託元施設内の清掃業務の請負。清掃業務を通して利用者が一般就労に移行出来るように

就労意欲、社会生活スキルの習熟等に努めている。

利用者数：7名

連携先の企業等の意見または評価

連携先企業名 担当者名

地域連携活動のねらい：

身近なところで障害をお持ちの方が働いている事を知っていただくことで、今後の地域連

携や障害に対する理解を深めるきっかけとなる事を期待している。また、利用者にとって

も、自身の通っている就労施設以外の場所で働くことで緊張感が生まれ、より一般就労に

近い形での就労訓練が可能となる。

利用者からは、「やりがいを持って作業ができる」「緊張するけど、良い刺激になる」と

意見が出ており、就労訓練としては良い結果となっている。

課題点としては、新型コロナウイルス感染防止の為、施設外就労が中断になることであ

る。

作業内容：

感染対策の為の除菌

床のゴミを乾モップで集める

ゴミを取り除いた床を水モップで拭く

共用部分のトイレ清掃

利用者2名とスタッフ1名で施設に清掃に行っています。

施設外に行く日とそうでない日では、勤務開始時間が異なる為、シフトで施設外に行く日

かどうか自身で確認をして、出勤をしていただいています。

また行く施設ごとに持っていく物品が違うため、間違いなく準備をすることも訓練の一環

です。利用者とスタッフで試行錯誤を重ねながら忘れ物防止の為に持ち物カードを作った

り、ダブルチェックをする等、一緒に考えながら工夫を行っています。

先方施設の入居者様や職員の方との挨拶やコミュニケーション、作業中の物理的な距離の

取り方等、学ぶことが多く、利用者もやりがいを持って作業にあたってくださっていま

す。

様式１


